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工業を先導し、 そのＧＤＰも二〇％近かっ 。しかし、現在では一〇％以下といわれるまでに低迷している。改革開放 イノベーションに遅れたのであ
二〇〇九
年度版「中国統計年鑑」によれば、
















































代理の母親役を依頼する。子供 ちに家庭温かさを感じてもらうというもの ま 、親の協力ネットをつくり、子供教育の講座を開
いたり、家庭と学校との互助システムを作るなどの対応策を実施し効果を挙げたという。よりよ 生活 子供へのよりよい教育資金稼ぎが、新たな子供の問題を発生させている。
こうした対策で、出稼ぎ問題がなくなるわ
けではない。問題は、中国と韓国 賃金差、都会と地方の経済格差である。東北地区の経済開発が順調に進み、雇用や賃金が上昇すれば、出稼ぎの必要もなく るから、家族がばらばらになることも改善され だろう
延辺朝鮮族自治州の学校教育の中での日本
語教育機関では、学習者がどんどん減っているという話を延辺大学で聞いた。中国での大学入試や就職の問題もあって、外国語が日本語から英語教育重視に転換された影響だ いう。私には、中国国内事情のほかにも中高校で日本語を学んだ生徒の日本留 対して、日本の大 が必ずしも温かく受け入 てこなかったのではないか、という思いがある。
もうかなり前の話になるが、亜細亜大学に勤














育と国内教育をリンクさせ 考える発想がない。アメリカ 大学は、教育言語が英語だからＴＯＥＦＬのスコアさえ基準を満たせば受け入れる 日本は、留学生に英語 日本語二つの外国語を課して、それを当然視し いる。日本でも、留学生の受入れに際して本語能力検定試験評価だけで受け入れる大学が多くなれば、そ が海外の中等 の日本語振興の一助にもなるように思う。
延辺朝鮮族自治州の日本語教育に、新しい
希望も生まれてい 延辺大学日本 研究所の李東哲所長にお目にかかったとき、延辺の日本語の退潮を率直にお話され 今後 小中高校から大学を含めて、延辺の日本語教育の建て直しを考えていきたい、という明るいお話も伺った。海外 日本 教育 ついて、日本の大学でもその支援策 考える必要があるように思うのである。
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